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研究の概要 

高齢者の健康とライフイベントに関する研究  

 

日本の高齢化率は 29.1％（2023）であり、世界で最高水準にある。わが国では、健康日本 21 （第 3次）が

2024年から施行される。これまでに引き続き、健康寿命の延伸、健康格差の縮小が掲げられており、目標を

達成するための方策の提示が急務とされている。 

 

Homesらの研究（1967）では、配偶者の死、離婚、結婚などのライフイベントが不健康や疾病の発症に関連

することを明らかにしている。生存時間の長い高齢者において、経験したライフイベントの種類や数は多い

ことが想定される一方で、長生きを達成している日本の高齢者において、ライフイベントが健康に与える影

響を緩和する要因が何かについて検討された研究は少ない。 

 

これまで、JAGES （日本老年学的評価研究）で蓄積されてきた日本人の高齢者データを用い、要介護認定に

影響するライフイベントとその緩和要因について明らかにし、健康寿命の延伸を支える一助としたい。 

【研究報告】・「千葉県民における習慣的栄養素摂取量の分布推定の試み」 

【所属学会】・日本栄養士会 

・日本栄養改善学会 

JAGES に参加していただいている自治体には、地域別の結果をフィードバックする予定です。また、県・

市町村の健康増進計画を立案の際には結果をご利用いただき、高齢者の要介護認定を下げるための地域づく

りや環境づくり、ポピュレーションアプローチの一助としていただけましたら幸いです。  

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=370050dda7c00ebe520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

